
第1回 新技術のニーズ・シーズマッチング決定会議（2017年10月25日）

＜マッチングが成立した技術＞

2017年
4月25日：ニーズ説明会

行政及び現場ニーズを発表
5月29日：シーズ説明会

ニーズに対する技術シーズを発表

＜冨山委員による講評＞

＜マッチング決定会議会場風景＞

2017年
10月25日： i-Construction推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ 技術開発・導入

WGにて新技術のニーズ・シーズマッチング決定会議
5件の技術のマッチングを決定・発表。



①コンクリート施工後の表面全体の品質を評価する技術

技術名 AE（Acoustic Emission）センサを用いた打音検査システム

開発者 原子燃料工業（株）

技術概要 ハンマーでコンクリート表面をたたいて、AEセンサで計測した振動特性から各種欠陥を検出する。

試行状況

従来技術（コンクリート表層目視評価） 新技術

精度
目視評価により、有害なクラックがないことを確
認。
（地方整備局工事成績評定実施要領）

・AEセンサで固有振動ピーク周波数を計測した結果、表面に
クラックがない状態を確認。

効率性
測定面積：108m2（橋台Ｈ：１３．５ｍ、
Ｂ：８ｍの場合）調査時間：60分

測点面積：108m2（橋台Ｈ：１３．５ｍ、Ｂ：８ｍの場
合）調査・解析時間：300分

コスト

人件費のみ
ただし、コンクリート構造物を評価する相当の知
識と経験が必要。

人件費以外に、AEセンサ、計測ボックス、タブレットPCが必要。
初期費用は約200万円。
コンクリート構造物を評価する知識と経験は不要。

評価
目視と同等程度のコンクリートの表面の状態を確認できる結果が得られた。ただし、今回は１つの橋脚における試
験を行ったものであり、今後実際に運用していくためには知見が不足していることから、コンクリート表面の状態に応
じたデータが取得できるよう現場試行を継続する。

AEセンサによる試行結果
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技術名 高精度３次元レーザスキャナを用いた床版変状計測技術

開発者 株式会社 八州

技術概要
排水機場において地上型３次元レーザスキャナで点群データを取得し、床板変状マップや任意の縦横断図を作
成。高さの変状を標準偏差±5mm以内で面的に把握し、異常箇所を抽出。

試行状況

従来技術（水準測量） 新技術

精度

・高さ：±10mm（３級水準測量）
３級水準儀を用いた３名による測量

・高さ：±1.8mm
３次元レーザスキャナを用いた2名による測量
・床板を計測した結果、従来と同等以上で変状を面的に
確認。

効率性 測量～縦横断図作成：25日 測量～縦横断図作成：14日

コスト
人件費及び機械経費等
約150万円

人件費及び機械経費等
約90万円

評価
従来の技術と同等以上で床板等の変状をモニタリングすることが可能であり、作業期間も短縮することができた。
今後、既存構造物等の点検・維持管理での必要性に応じて利用できる環境を整備する。

②排水機場・水門の構造物モニタリング技術

床板変状マップ３次元レーザースキャナ
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③工事現場の可視化と遠隔地での確認ができる技術

技術名 工事現場の可視化と遠隔地で確認ができる技術

開発者 株式会社ブイキューブ（旧パイオニアVC株式会社）

技術概要 音声・カメラ映像をネットワークを介して現場と事務所相互にリアルタイムに伝送

試行状況

精度

従来技術 新技術

・監督職員の臨場による目視確認。
・対面による現場作業員への直接指示。

・カメラによりスケール等の目盛の確認は従来と同等に可
能。
・カメラ映像上にペンで書き込み指示が可能。
・定点カメラによる現場全体の施工状況の確認が可能。

効率性
・監督職員の臨場が必要であり、往復で２時間要
する。

・現場に行く時間（往復で２時間）の縮減が可能。

コスト

・監督職員の現地への移動に伴う費用 ・初期費用：約200万円
（定点ｶﾒﾗ、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ、ｽﾏｰﾄｸﾞﾗｽ、その他）
・維持費用：約12万円/月

評価
・カメラにより臨場確認の代替えとして概ね活用可能。定点カメラは不正防止、品質確保に繋がり、有効。
・コストの適正化に向けた検討が必要。
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③工事現場の可視化と遠隔地での確認ができる技術 （参考）

技術名 工事現場の可視化と遠隔地で確認ができる技術

開発者

国際航業株式会社・ウェストユニ
ティス株式会社による共同実施

富士通株式会社・ジャパンメディア
システム株式会社の共同実施

ＮＥＣネッツエスアイ株式会社

技術概要

ウェアラブルカメラを使用して、視野に
写る画像及び音声をネットワークを
介して現場と事務所相互にリアルタ
イムに伝送

ヘッドマウントディスプレイとＷｅｂ会
議ソリューションを活用することにより、
遠隔地から複数の工事現場の施工
状況を確認

ウェアラブルカメラを使用して、視野に
写る画像及び音声をネットワークを
介して現場と事務所相互にリアルタ
イムに伝送

試行状況

コスト

・初期費用：約20万円
（ｳｪﾗﾌﾞﾙｶﾒﾗ、その他）
・維持費用：約11万円/月

・総額約110万円
（定点ｶﾒﾗ、ﾍｯﾄﾞﾏｳﾝﾄﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、
その他）

・初期費用：約270万円
（ｳｪﾗﾌﾞﾙｶﾒﾗ、定点ｶﾒﾗ、ネットワー
ク機器、その他）
・維持費用：約4万円/月
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④工事現場での作業員、重機の動きをモニタリングする技術

技術名 屋内位置把握技術

開発者 （株）日立ソリューションズ

技術概要

・トンネルのようなGPSによる測位の困難な屋内環境において、測定誤差１ｍ以内で対象物の位置を計測
できる技術。
・従来、現地作業員及び重機運転手の合図等によるお互いの位置の確認をシステムで行うもの。
・Bluetoothの電波を発信するタグとタグの電波を受信するロケータから構成。
・ロケータは電波の到達角度を精密に計測。複数のロケータを用いて３次元位置を計測。

試行状況

従来技術（作業員の目視による確認） 新技術

精度
・目視により重機や作業員の相互の位置関係を把
握

・位置精度は水平方向で約0.5m以下

効率性
・現地作業員及び重機運転手の合図等によるお互
いの位置の確認が必要
・安全監視員の配置が必要

・計測機器設置：2時間程度
・現地作業員及び重機の位置情報はリアルタイムで
確認可能

コスト ・現地作業員の人件費 人件費以外にロケータ、タグ等の機器が必要

評価
作業員・重機の位置情報については水平約0.5m程度で把握することができた。今後は安全管理に活用可
能なシステムの開発等を検討する必要がある。
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⑤工事施工データ等の建設関係基盤情報を有効活用

技術名 工事施工データ等の建設関係基盤情報を有効活用するAI技術

開発者 ユニコシステム(株)

技術概要

・従来、現地で実測したデータを監督職員等が「土木工事施工管理基準」の規格値に収まっているか目
視確認している。
・本技術は、AIを活用し、工事施工の出来形管理・品質管理データの実測値が「土木工事施工管理基
準」に基づく規格値に収まっているか否か、自動で確認することにより、監督の効率化を図るもの。
・各工事における工種名、種別名等が「土木工事施工管理基準」の表記と異なる場合も多く、AIにより
適切に用語を蓄積し読み替え。

試行状況

従来技術（監督職員等による目視確認） 新技術

精度
・監督職員等が目視により、実測値・規格値

を確認。

・AIにより、実測値・規格値を自動で確認。

・結果は正しく判定された。

効率性 ・目視確認の為、一定の時間が必要。 ・AI技術の活用により瞬時に自動確認が可能。

コスト ・監督職員等の確認に伴う時間。 ・システムの利用料。

評価

・「土木工事施工管理基準」の表記と異なる各工事の工種名、種別名等をAIにより適切な用語に読み

替え、実測値が規格値に収まっていることは確認できたが、実測回数の妥当性については、図面

（CAD）より判断しなければならないため、引き続き技術開発を行う。

・「土木工事施工管理基準」の表記と異なる各工事の工種名、種別名
等をAIにより適切な用語に読み替え、現場の実測値が管理基準の規格
値に収まっていることを確認。
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